
神奈川県立相模原城山高等学校 学校運営協議会 開催結果 

 

本校の学校運営協議会を下記のとおり開催しました。 

会議名称 相模原城山高等学校 令和６年度 第２回 学校運営協議会 

開催日時 令和６年８月 31 日(土)  8：50～10：40 

開催場所 相模原城山高等学校 応接室 

出席者 学校運営協議会委員 ６名 

事務局(副校長・教頭・事務長・総括教諭)４名 

会議資料 議事概要 

議事録 １ 開会のことば (大石会長) 

２ 本時の流れ   (好田) 

３ 会長あいさつ  (大石会長) 

  ・本日の会議は地域連携部会であるが、学校評価部会所属の方からも忌憚のな

いご意見をいただきたい。 

４ 副会長あいさつ (校長)  

  ・昨日は悪天候の影響で臨時休校になった。文化祭に向けて十分な準備ができ

ていないかもしれないが、生徒の頑張りを見てほしい。 

５ 地域連携部会について(資料の報告) 

  ・幼稚園教諭・保育士を将来の仕事として考えている生徒が多い。インターン

シップを通して、経験の幅を広げてほしい。(副校長) 

  ・短期大学や公民館等におけるひまわりクラブの活動を通して、地域との連携

を図っている。今後は外に出ていくだけではなく、地域の方にご来校いただ

き、催しを行うことを期待している。(副校長) 

  ・ＰＴＡ環境ふれあい委員会が主体となり、校外の「ふれあい花壇」の花植え

や手入れを行っている。10 月の地域貢献デーにおいては、環境美化委員の

生徒と一緒に花植えをする予定である。本年度からは、学校内にも花壇を整

備した。(岩村委員) 

  ・８月に杜のホールで学校説明会を行った。253 組の参加があった。(副校長) 

   

６ 質疑応答 

〇地域との連携について 

(意見)資料の他に、取り組んでいることがあれば教えてほしい。 

(校長)中沢中学校を参観に招いて、スケアードストレイトを実施した。また今後、 

部活動において更なる交流を深めたいと考えている。 

(副校長)青和学園や大沢中学校に伺い、出前授業を行った。 

(教頭)本校と鳥屋学園の生徒会本部役員による生徒同士の交流を行った。中学生に

とって、高校生をイメージするきっかけとなった。 

(教頭)東京家政学院大学と連携を図り、「フィールドワーク方法を学ぶ」を夏期講

習の一環として実施した。「世界のひろば子どもスペシャル」にボランティ

アとして生徒４人の参加があった。 

(教頭)相模原市精神保健福祉センターの方の協力を得て、「自死予防」のテーマで

職員人権研修を行っていただいた。 



〇地域との連携における提案について 

(意見)どの学校と協定を結んでいるか等、高大連携の整理・確認をお願いしたい。 

(意見)区民会議に生徒会本部役員の参加があった。若い人の意見を吸い上げる良い

機会なので、今後とも参加をお願いしたい。 

(意見)高専連携、進路指導・職業教育のサポートの取組みの一環として、ジョブシ

ャドウの受け入れを県立高等学校と連携して行っている。是非ご検討いただ

きたい。 

(意見)８月下旬に城山地区の夏祭りが開催される。その翌日から学校が始まると 

   生徒や保護者の負担が大きい。 

(意見)小規模な中学校から相模原城山高等学校のような大規模な高校に入学する

と、コミュニケーションの取り方に多くの生徒が難しさを感じると思う。人

間関係作りの面のサポートをお願いしたい。 

(意見)ＩＣＴ教育の重点校に指定されているため、ソフト・ハード面から協力でき

ることは協力したい。 

 

７ 閉会のことば(教頭) 

８ 文化祭オープニングセレモニー見学 

９ 文化祭見学 

10 意見書記入 

    

 

以上 

 


